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    2008 年 7 月 25 日  
報道関係各位  

大塚ホールディングス株式会社 
 

 
大塚グループ 3 社（大塚製薬工場、大塚倉庫、大鵬薬品） 

1. 会社分割および株式交換の目的 

の完全子会社化に関するお知らせ 
 
  大塚ホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、社長：樋口達夫、以下「大塚ホー

ルディングス」）は、7 月 25 日開催の取締役会において、会社分割および株式交換により、株

式会社大塚製薬工場（以下「大塚製薬工場」）、大塚倉庫株式会社（以下「大塚倉庫」）および

大鵬薬品工業株式会社（以下「大鵬薬品」）を当社の完全子会社とすることを決定しました。な

お、株式交換は、株主総会の承認が条件となります。 
これにより大塚ホールディングスの完全子会社である大塚製薬株式会社（以下「大塚製

薬」）と合わせ大塚製薬工場、大塚倉庫、大鵬薬品の 4社が並列化する体制に移行することに

なります。 

 

  大塚ホールディングスは、グループ事業の戦略立案、経営資源配分、監視・監督等の役割

を果たすことにより、コーポレートガバナンス体制の確立を目指し、2008 年 7 月 8 日に設立さ

れました。 
  今回のグループ 3 社の完全子会社化は、大塚ホールディングスを核とするグループ経営の

強化を目的としています。 
(1) 大塚ホールディングスは、会社分割（吸収分割）により、大塚製薬における株式管理

事業に関して有する権利業務の一部を承継します。 これにより、大塚製薬工場は大

塚ホールディングスが 60%の株式を所有する直接の子会社となり、大塚倉庫は大塚

ホールディングスの完全子会社となります。 
(2) 大塚ホールディングスは、当社を完全親会社、大塚製薬工場を完全子会社とする株

式交換を行います。 
(3) 大塚ホールディングスは、会社分割（吸収分割）により、大塚製薬工場および大塚倉

庫における株式管理事業に関して有する権利業務の一部を承継します。これにより、

大鵬薬品は、大塚ホールディングスが 52.7％の株式を所有する直接の子会社となり

ます。 
(4) 大塚ホールディングスは、当社を完全親会社、大鵬薬品を完全子会社とする株式交

換を行います。 
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再編後のグループ資本構成 （2009 年 1 月 1 日予定） 

             
 

2．会社分割および株式交換の日程（7 月 26 日以降の日程は予定となります） 
上記の会社分割および株式交換の日程は、以下のとおりとなります。 

 
2008 年 7 月 25 日 会社分割および株式交換決議取締役会（大塚ホールディングス） 

会社分割契約および株式交換契約締結 
2008 年 8 月 20 日 株式交換承認臨時株主総会（大塚ホールディングス） 
2008 年 10 月 1 日 当社および大塚製薬との間の会社分割の効力発生日 

（持株比率： 大塚製薬工場 60%、大塚倉庫 100%） 
2008 年 10 月 31 日 当社および大塚製薬工場との間の株式交換の効力発生日 

（持株比率：大塚製薬工場 100%） 
2008 年 11 月 1 日 当社および大塚製薬工場･大塚倉庫との間の会社分割の効力発生日 

（持株比率：大鵬薬品 52.7%） 
2009 年 1 月 1 日 当社および大鵬薬品との間の株式交換の効力発生日 

（持株比率：大鵬薬品 100%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大塚製薬 
  大塚製薬工場 大鵬薬品 

 大塚倉庫  

大塚ホールディングス 

100% 100% 100% 100% 
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会社分割および株式交換当事会社の概要 
（2008 年 7 月 8 日現在） 

商 号 ： 大塚ホールディングス株式会社  
（吸収分割承継会社、株式交換完全親会社） 

事 業 内 容 ： 医療関連事業、消費者関連事業その他の事業を営む会社の株式を

所有することによる当該会社の事業活動等の支配および管理ならび

にそれに附帯関連する一切の事業等 
設 立 年 月 日 ： 2008 年 7 月 8 日 
本 社 所 在 地 ： 東京都千代田区神田司町 2 丁目 9 番地 
代 表 者 ： 代表取締役社長  樋口 達夫（ひぐち たつお） 
資 本 金 ： 6,791 百万円 
発行済株式数 ： 14,906,589 株  
純 資 産 ： 400,359 百万円（単体） 
総 資 産 ： 400,359 百万円（単体） 
決 算 期 ： 3 月 31 日 
大株主および 
持 株 比 率 

： 大塚化学ホールディングス株式会社 13.9％ 
大塚製薬社員持株会 6.5％ 
野村信託銀行株式会社 大塚グループ従業員持株会信託口 5.8％ 
野村ホールディングス株式会社 3.6％ 
株式会社阿波銀行 1.7％  

 
 （2008 年 3 月 31 日現在） 

商 号 ： 大塚製薬株式会社 （吸収分割会社） 
事 業 内 容 ： 医薬品・臨床検査・医療機器・食料品・化粧品の製造、製造販売、 

販売、輸出ならびに輸入 
設 立 年 月 日 ： 1964 年 8 月 10 日 
本 社 所 在 地 ： 東京都千代田区神田司町 2 丁目 9 番地 
代 表 者 ： 代表取締役社長  岩本 太郎（いわもと たろう）   

（2008年7月8日現在） 
資 本 金 ： 20,000 百万円 （2008 年 7 月 8 日現在） 
発行済株式数 ： 14,906,589 株 （2008 年 7 月 8 日現在） 
純 資 産 ： 374,965 百万円 (単体) 
総 資 産 ： 516,379 百万円 (単体) 
決 算 期 ： 3 月 31 日 
大株主および 
持 株 比 率 

： 大塚化学ホールディングス株式会社 15.2% 
大塚製薬社員持株会 4.1% 
野村ホールディングス株式会社 3.9% 
株式会社阿波銀行 1.8% 
株式会社りそな銀行 1.7% 

（注）大塚ホールディングス株式会社は、株式移転により、2008 年 7 月 8 日をもって、大塚製薬株

式会社の完全親会社となっております。 
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（2008 年 3 月 31 日現在） 
商 号 ： 株式会社大塚製薬工場 （吸収分割会社、株式交換完全子会社） 

事 業 内 容 
： 医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、動物用医薬品の製造、製

造販売、販売ならびに輸出入、医療用器具・機械・装置、酒類、食料

品の製造、販売ならびに輸出入等 
設 立 年 月 日 ： 1969 年 10 月 7 日 
本 店 所 在 地 ： 徳島県鳴門市撫養町立岩字芥原 115 番地 
代 表 者 ： 代表取締役社長  大塚 一郎（おおつか いちろう） 
資 本 金 ： 80 百万円 
発行済株式数 ： 160,000 株 
純 資 産 ： 136,255 百万円 
総 資 産 ： 166,770 百万円 
決 算 期 ： 3 月 31 日 

大株主および 
持 株 比 率 

： 大塚製薬株式会社 60.0% 
大塚アセット株式会社 6.3% 
大塚エステート有限会社 4.9% 
大塚 一郎 2.9% 
大塚オーミ陶業株式会社 2.0% 

（注）2008 年 7 月 25 日現在の大塚ホールディングス株式会社による株式会社大塚製薬工場の議

決権所有割合（間接所有を含む）は 60.0％であります。 
 

（2008 年 3 月 31 日現在） 
商 号 ： 大塚倉庫株式会社 （吸収分割会社） 

事 業 内 容 

： 倉庫業、貨物自動車運送事業、貨物運送取扱業、不動産の開発・取

得・所有・処分および賃貸・管理および利用、損害保険代理業・自動

車損害賠償保障法に基づく保険代理業、生命保険の募集に関する

業務、情報の収集・処理の受委託・システム開発・各種情報の提供

および管理等 
設 立 年 月 日 ： 1961 年 11 月 22 日 
本 店 所 在 地 ： 大阪市港区石田 1 丁目 3 番地 16 号 
代 表 者 ： 代表取締役社長 鮫島 龍三郎（さめじま りゅうざぶろう） 
資 本 金 ： 800 百万円 
発行済株式数 ： 1,600,000 株 
純 資 産 ： 37,227 百万円 
総 資 産 ： 42,800 百万円 
決 算 期 ： 3 月 31 日 
大株主および 
持 株 比 率 

： 
大塚製薬株式会社 100% 

（注）2008 年 7 月 25 日現在の大塚ホールディングス株式会社による大塚倉庫株式会社の議決権

所有割合（間接所有を含む）は 100.0％であります。 
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（2007 年 12 月 31 日現在） 

商 号 ： 大鵬薬品工業株式会社  （株式交換完全子会社） 

事 業 内 容 

： 医薬品、医薬部外品、医療機器、化学薬品、化粧品、食料品、日用

品雑貨および酒類の製造、販売および輸出入、コンピュータおよび

通信に関するソフトウェアの設計および開発業務ならびに各種情報

の提供および管理等 
設 立 年 月 日 ： 1963 年 6 月１日 
本 店 所 在 地 ： 東京都千代田区神田錦町１丁目 27 番地 
代 表 ： 代表取締役社長  宇佐美 通（うさみ とおる） 
資 本 金 ： 200 百万円 
発行済株式数 ： 400,000 株 
純 資 産 ： 295,958 百万円 （単体） 
総 資 産 ： 332,627 百万円 （単体） 
決 算 期 ： 6 月 30 日 

大株主および 
持 株 比 率 

： 株式会社大塚製薬工場 30.5％ 
大塚倉庫株式会社 21.8％ 
大塚エステート有限会社 4.5％ 
株式会社幸燿 2.5％ 
中北薬品株式会社 2.1％ 

（注）2008 年 7 月 25 日現在の大塚ホールディングス株式会社による大鵬薬品工業株式会社の議

決権所有割合（間接所有を含む）は 52.7％であります。 

 
 
 
（ご参考） 大塚ホールディングス設立の目的 

 
大塚ホールディングスは、2008年 7月8日にグループの持株会社として設立されました。

大塚ホールディングスは、各事業会社の特性を生かしながら、シナジーの追及、グループ全

体の持続的価値向上を目指します。 
 

(1) 持株会社を中核とするグループ経営の強化 
持株会社が、グループ事業の戦略立案、経営資源配分、監視・監督等の役割を果た

すことにより、コーポレートガバナンス体制の確立を目指します。 
(2) 経営資源の統合によるシナジー最大化 

グループの経営資源を活用し、営業力・商品提案力の強化、海外事業展開の推進、

研究開発力の強化を進めます。 
(3) 経営効率化の追求 

シェア－ドサービスの推進により、グループ内の購買・物流・IT 等の間接業務の標準

化・集約化を図り、経営効率化とコスト削減の実現を目指します。 
(4) 人材・組織の活性化 

持株会社のもとに、グループ内の活発な人材交流とグローバルな人材育成のための

基盤を構築します。 
 


